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●本市の取り組みについて

箕面市の学校給食では地産地消を推進しており、旬の箕面産野菜を多く取り入れ、栄養

バランスを考えて献立を作っています。

そのため、箕面市農業公社では、市内の農業者の皆様に「学校給食農家」として登録し

ていただき、市内で作られた農産物を学校給食で活用する取り組みを行っています。

●登録について

・箕面市内の農業者のかたであれば、どなたでもご登録いただけます。

・「学校給食農家登録申請書」と「箕面市農業公社簡易登録申請書」を、箕面市農業公社

（箕面市役所別館 4階 43 番窓口）までご提出ください。

・ご提出後、箕面市農業公社職員が出荷に向けた詳細な説明、出荷調整等をします。

【P.8：学校給食農家登録申請書 記入例参照】

【P.9：箕面市農業公社簡易登録申請書 記入例参照】

●出荷可能な期間（学校給食を実施する期間）

１学期：4月 10 日頃～7月 19 日頃

２学期：8月 27 日頃～12 月 23 日頃

３学期：1月 9日頃～3月 23 日頃

※土日祝日及び上記以外の期間（夏休み等）は、学校給食を実施しません。

はじめに
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６．野菜代金のお支払い

１．出荷可能な野菜の連絡・使用品目と価格の確認

２．「栽培履歴記録簿」の提出

３．出荷の依頼

４．出荷の準備

５．納品
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１．出荷可能な野菜の連絡・使用品目と価格の確認

①出荷可能な野菜の連絡

・出荷可能な野菜があれば、品目、おおよその目安量と出荷可能時期を、箕面市農業

公社職員へご連絡ください。

・出荷可能な野菜がないか、箕面市農業公社職員が事前にお電話で伺いますので、そ

の際にお伝えいただいても結構です。

②使用品目と価格の確認

・翌月の学校給食で使用する野菜の品目と買取価格を記載した「学校給食用野菜買取

価格表」を毎月 10 日頃にメール、FAX 等で送付しますので、確認をお願いします。

・買取価格は、市場価格等を踏まえて決定します。

２.「栽培履歴記録簿」の提出

・給食へ出荷する予定の野菜については、最初に出荷する日の 1週間前までに、農薬の

使用履歴である「栽培履歴記録簿」（栽培防除歴）をご提出ください。FAX での提出も

可能です。

※過去に同じ圃場で同時期に栽培された同じ野菜を出荷され、その際に既に提出さ

れている場合は不要です。

・収穫の前日まで使用可能な農薬もありますが、それらを使用する場合は“予定”とし

て記入してください。

・JA 大阪北部農協等に提出している「栽培履歴記録簿」（栽培防除歴）でも結構です。

用紙をお持ちでない場合は、箕面市農業公社にありますのでお問い合わせください。

【P.10：栽培履歴記録簿 記入例参照】

３．出荷の依頼

・出荷の調整は、1週間毎に行います。

・出荷いただく前の週（月・火曜日）に、箕面市農業公社職員が最終確認のご連絡をし

て、品目、出荷量、出荷先の学校を決定します。

・出荷いただく前の週（水・木曜日）に、発注書となる「学校給食用食材買取票」を送付

し、出荷を依頼します。

・複数の農業者のかたから同じ品目の出荷の希望がある場合は、出荷日や出荷量につい

てご相談させていただく場合もありますのでご了承ください。

・天候等の事情で万が一出荷が難しくなったり、発注量よりも数量が少なくなってしま

う場合は、至急箕面市農業公社職員までご連絡ください。



3

４．出荷の準備

・野菜は水洗いし、不要な葉や根を取った上でコンテナや段ボール箱に入れて納入して

ください。袋に小分けにしたり、価格や産地を表示する必要はありません。

・根菜類(じゃがいも、玉ねぎ、にんじん)等でサイズが大きく異なる場合、サイズ別に

分けて納品をお願いすることがあります。

・出荷当日までに、「納品書」と「請求書」をご用意ください。

・「納品書」と「請求書」の出荷量（キログラム換算）の欄には、発注量を記入してくだ

さい。多めに納品していただいても、発注量が上限となります。

天候等の事情で発注量よりも少なくなってしまい、箕面市農業公社職員へご連絡いた

だいて納品量を調整した場合は、実際の納品量を記入してください。

【P.11：納品書・請求書 記入例参照】

５．納品

・納品は給食の当日午前 7時から 8時 30 分までの間にお願いします。

・中学校については、野菜保冷庫を設置しておりますので、前日までに納品することが

できます。ご希望される場合は、最終確認の際にご相談ください。

・野菜は、各学校の給食室で受け取ります。

・納品時に、給食調理員が数量や状態を確認した上で受け取ります。

・納品の際、「納品書」と「請求書」をお渡しください。

・各学校の案内図については、別途お渡しします。

〈野菜納品の流れ〉

６．野菜代金のお支払い

・野菜代金は箕面市農業公社から銀行振り込みでお支払いします。

・月末締めで精算します。翌月 20 日頃に支払い明細書を送付し、末日までにご指定の口

座に振り込みます。（ただし、末日が土日・祝祭日の場合はその翌日までとなります）

〈例〉9月 15 日にかぼちゃを納品

→ 10 月 20 日頃に支払い明細書を送付後、10 月 31 日までにお支払い

各学校の給食室へ納品

調理員による受け取り（検品・計量）

野菜を入れていたコンテナ等をその場で返却
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１．出荷可能な野菜の連絡・価格の確認

①出荷可能な野菜の連絡

出荷する月の 2ヶ月前の 25 日までに、箕面市農業公社職員へご連絡ください。

〈例〉6月に出荷可能な野菜であれば、4月 25 日まで

※一般業者への発注との兼ね合いで、この日までにご連絡いただけない場合は、1ヶ

月間の使用量の全量を出荷いただくことはできません。「〈１〉野菜の出荷の流れ」

と同じ調整方法となります。

②価格の確認

・出荷する月の前月 10 日頃までに、買取価格をお知らせします。（1ヶ月分全量を出

荷可能とお伺いした野菜の買取価格は、原則出荷してくださる農業者のかたのみに

お知らせします。）

・買取価格は、大阪市中央卸売市場 本場 市況情報：日報を参照し、2ヶ月前の 1ヶ

月平均単価（１kg 当たり単価）により決定します。

〈例〉6月に使用する野菜であれば、4月の平均単価

・「国産」の野菜で、「相対価格」の「高値または中値」の中で、１kg 当たり単価が一

番高い価格を取り、その 1ヶ月平均単価を算出します。

・単位が１kg 未満の産地は対象外とします。ただし、にんにく、しょうが等基本的に

１校１回あたりの使用量が少ない野菜については、１kg 未満の産地も対象とします。

・価格を確認した時点で出荷が難しいと判断された場合は、至急箕面市農業公社職員

までご連絡ください。

２.「栽培履歴記録簿」の提出

「〈１〉野菜の出荷の流れ」のとおりご提出ください。

３．出荷の依頼

発注書となる「学校給食用食材買取票」を、2回に分けてお送りします。

1回目：前月 15 日（1～15 日使用分）

2回目：当月 1日（16 日～末日使用分）

４．出荷の準備～６．野菜代金のお支払い

「〈１〉野菜の出荷の流れ」のとおりです。

〈２〉1ヶ月間の使用量の全量を出荷可能な野菜がある場合
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学級閉鎖や臨時休校、警報発令、災害発生など様々な事情により、学校給食が急遽中止

となり、受け取りができなくなる場合があります。その際は状況に応じてその都度判断

し、対応させていただきます。

〈３〉学校給食が中止となった場合

〈４〉精米（白米）の出荷の流れ

６．精米（白米）代金のお支払い

１．出荷希望の連絡・価格の確認

２．出荷日時の調整

３．「栽培履歴記録簿」の提出

４．出荷の準備

５．納品

※精米（白米）の出荷については、次の点をあらかじめご了承ください。

・買い取りは、新米の精米（白米）のみとなります。玄米や、前年までの米

は買い取りできません。

・出荷希望の受付は、12 月末までとなります。以降の受付はできません。

・衛生管理及び米トレーサビリティ法の理由により必須としている準備作業

ができない場合は、買い取りできません。（作業の内容は「４．出荷の準備」

をご参照ください。）

・出荷先の学校で１週間に使用する予定量を、原則木曜日または金曜日の午

後に納品していただきます。給食の日程等により、ご希望の出荷量を複数

回、もしくは複数校に分けて納品していただく場合があります。
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１．出荷希望の連絡・価格の確認

①出荷希望の連絡

出荷可能な精米（白米）があれば、品種、おおよその目安量と出荷可能時期を、箕面

市農業公社職員へご連絡ください。

②価格の確認

・10 月下旬～11 月上旬に、精米（白米）の買取価格を決定します。決定次第、出荷希

望をお伺いした農業者のかたへお知らせします。

・買取価格は、箕面市教育委員会の規定により、市場価格等を踏まえて決定します。

２．出荷日時の調整

箕面市農業公社職員がご連絡をして、出荷日時、出荷量、出荷先の学校を決定します。

３.「栽培履歴記録簿」の提出

・出荷する日の 1週間前までに、農薬の使用履歴である「栽培履歴記録簿（栽培防除歴）」

をご提出ください。FAX での提出も可能です。

・用紙をお持ちでない場合は、箕面市農業公社にありますのでお問い合わせください。

【P.12：精米（白米）の栽培履歴記録簿 記入例参照】

４．出荷の準備

・石やガラス等の異物混入を防ぐため、精米後、必ず色彩選別機にかけてください。

・10kg ずつポリの米袋に入れ、米袋用シーラーで密閉してください。紙製の米袋や、シ

ーリングせずテープで密閉したものは、保存中に封が開いたり、隙間から異物や害虫

が混入する可能性があるため納品できません。

・各袋に、次の項目について記載してください。ただし、全ての米が、全項目同じであ

れば、納品書にまとめて記載していただくのみで結構です。

①米の品種 ②産地（箕面市等） ③精米日

・出荷当日までに、「納品書」と「請求書」をご用意ください。

「納品書」と「請求書」には米トレーサビリティ法で規定された次の項目を記載して

ください。

【P.13：精米（白米）の納品書・請求書 記入例参照】

①納品日 ②納品先の学校名 ③出荷された農業者のかたの氏名

④品目（精米の品種、産地） ⑤納品数量（袋数） ⑥精米日
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５．納品

・納品は、原則木曜日または金曜日の午後にお願いします。

・精米（白米）は、各学校の給食室で受け取ります。

・納品時に、給食調理員が数量や状態を確認した上で受け取ります。

・納品の際、「納品書」と「請求書」をお渡しください。

・「納品書（控）」は出荷者控えとして必ず 3年間保管してください。

（米トレーサビリティ法により 3年間保管することと規定されています。）

・衛生管理上、袋が破れている場合は受け取ることができません。その他、納品時に異

常があれば、交換をお願いすることがあります。

６．精米（白米）代金のお支払い

「〈１〉野菜の出荷の流れ」の「６．野菜代金のお支払い」のとおりです。

その他、ご不明な点等がございましたら、下記までご連絡ください。

お問い合わせ

〒５６２－０００３

大阪府箕面市西小路４丁目６番１号 箕面市役所別館４階 43 番窓口

一般社団法人箕面市農業公社

TEL ０７２－７２４－６１５９（＊）

FAX ０７２－７２２－２４６６（共通）

＊「箕面市教育委員会学校給食室」と出ますが、箕面市農業公社職員

を呼び出してください。
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■学校給食農家登録申請書 記入例
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■箕面市農業公社簡易登録申請書 記入例
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■栽培履歴記録簿 記入例 （＊精米（白米）の栽培履歴記録簿記入例は P12 をご参照ください）



11

■納品書・請求書 記入例（＊精米（白米）の納品書等記入例は P13 をご参照ください）

納品書等の規定の様式はありません。

市販されている「納品書」と「納品書（控）」、「請求書」の３枚複写式のものをご使用く

ださい。

記入した「納品書」と「請求書」の２枚を、納品時に学校の調理員へお渡しください。

「納品書（控）」は出荷者控えとして保管してください。
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■精米（白米）の栽培履歴記録簿 記入例

表 面

裏 面

自筆でご署名をお願いします。

自筆が難しい場合は記名押印

をお願いします。
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■精米（白米）の納品書・請求書 記入例

納品書等の規定の様式はありません。市販されている「納品書」と「納品書（控）」、「請

求書」の３枚複写式のものをご使用ください。

記入した「納品書」と「請求書」の２枚を、納品時に学校の調理員へお渡しください。

「納品書（控）」は出荷者控えとして必ず３年間保管してください。

（米トレーサビリティ法により３年間保管することと規定されています。）


